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＜目　　的〉

　本研究の目的は肝硬変を合併する肝細胞癌患者に対し，肝障害が軽く，しかも高い抗腫瘍効果が

期待できるLipiodc1一㎜ito㎜ycin　C懸濁液動注療法（レTA工）を適用し，その治療成績の向上を目指

すことにある。本論文ではL－MMC懸濁液の調整法と投与法，L－TAI後の末梢血液中の㎜ito㎜ycin

C濃度，L－TA工の肝動脈血流量に及ぼす影響ならびにL－TAIの抗腫瘍効果と合併症に関する研究

成果を報告した。

〈方法ならびに結果〉

a．L－MMC懸濁液の調整法と投与法

　Mlito皿ycin　CユO蜘gを生理食塩水2m召に溶解し，これにヨウ素系造影剤3批を加える。この水溶液5測4

とLipiodo11Mとを用手的に混合して比較的均一な懸濁液をえた。この懸濁液を固有肝動脈より末

梢倒へ超選択的に挿入したCatheterから緩徐に注入した。

b．L－TAI症例の末梢血液中㎜ito町cin　C濃度

　L－TAI施工後に末梢血液申の㎜itomycin　Cの濃度を測定した結果，長時聞一定の濃度を維持した。

これはL－TAIにより，蛆ito皿yci巫Cが肝癌組織から体循環系へ少量ずつ緩やかに消失されるものと

考えられた。

c．レTAIの肝動脈血流量に及ぼす影響

　L－TAI前後の肝臓の末梢レベルでの総血液量に対する肝動脈血流比を独自に考案した方法で測定

一387一



し，肝硬変患者ユ5例（内14例が肝癌症例）と非肝硬変患者6例（肝癌症例）について比較した。肝

硬変合併肝細胞癌症例に対するL－TAIによる血流量比に変化はみられず，肝動脈血流量は低下しな

かった。

d．L－TA1の抗腫瘍効果の合併症

　過去5年間の肝硬変合併肝細胞癌93例に対するL－TAI施行の結果，肝機能障害は軽度でL－TAI

による合併症も少なく，L－TA工の安全性の高いことが証明された。抗腫瘍効果については，組織学

的に癌細胞の壊死像が高率にみられ，画像診断学的にも約60％の症例に腫瘍縮小がみられた。切除

不能症例の累積生存率はユ年生存率70．3％，2年生存率44．6％，3年生存率18．2％であった。

　以上より，L－TAIは肝硬変を合併する肝細胞癌症例に対して従来の成績と比較して安全で治療効

果の高い治療であると考えられた。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は，肝細胞癌に対する局所療法としてのL－TAI療法の確立を画るものである。著者独自の

工夫によるL－MMlCの懸濁液の安全な反復投与法を開発し，多数の症例についてその抗腫瘍効果を

証明し，又考案した測定法によって肝動脈血流量に変化がないことを確認した。従って，肝機能の

保存を求められる肝硬変合併症例では，他施設で行われている肝動脈塞栓術より，本法は優れている。

この成果は肝硬変併存肝細胞癌症例の治療に道を拓くものとして意義深いものである。

　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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